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要 旨 フルオロウラシル系抗癌剤とワルファリン（WF）の併用により，PT-INR（プロト
ロンビン時間国際標準化）の上昇をきたした２症例を経験し，１症例で血中濃度が測

定できたので報告する．（症例１）上行結腸癌，カペシタビンとWF，オメプラゾールが併用さ
れた．PT-INRは2.58から6.53に上昇し入院．WFは，服用12時間後が1.1μg/ml，最終服用36時間
後が1.0μg/mlであった．（症例２）非小細胞肺癌，テガフール・ギメラシル・オテラシル配合剤
とWF，セレコキシブが併用された．PT-INRは1.28から4.37に上昇した．検体不足により症例２
のWF血中濃度の測定はできなかった．２症例ともフルオロウラシル系抗癌剤とWFの相互作用
により血中濃度上昇を認めたと考えられた．頻回のPT-INR測定に加え，相互作用の影響を受け
にくい直接経口抗凝固薬への変更を行うことも重要であると考えられた．
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緒 言

　経口フルオロウラシル系抗癌剤のカペシタビン
（Cap），テガフール・ギメラシル・オステラシル配
合剤（S-１）は，各種癌に用いられている．悪性腫
瘍患者の深部静脈血栓塞栓症の合併率は高く１），ワ
ルファリン（以下，WF）は，広く使用２）されてい
る．CapもしくはS-１とWFは併用機会が多い薬物
で，WFの作用増強の報告３)４)があるが，WFの血
中濃度測定した報告はきわめて少ない．今回，フル
オロウラシル系抗癌剤とWFの併用によりPT-INR

（プロトロンビン時間国際標準化）の著明な上昇を
きたした２症例を経験し，１症例でWFの血中濃度
が測定できたので報告する．
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報 告

経口フルオロウラシル系抗癌剤と
ワルファリンの併用がPT-INRへ及ぼす影響
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